特定粉じん排出等作業完了報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年     月     日
　　（あて先）宇 都 宮 市 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住      所
届 出 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          
電 話 番 号
　特定粉じん排出等作業を完了したので、大気汚染防止法第２６条第１項に基づく報告の徴収に対し、次のとおり報告します。
	 特定工事の場所
	（特定工事の名称）

	特定工事を施工する者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては，その代表者の氏名
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	 特定粉じん排出等作業の種類
	大気汚染防止法施行規則別表第７
１の項　建築物等を解体する作業のうち吹付け石綿及び石綿含有断熱材等を除去する作業（次項又は５の項を除く。 ）
２の項　建築物等を解体する作業のうち、石綿含有断熱材等を除去する作業であって、特定建築材料をかき落とし、切断又は破砕以外の方法で除去するもの（５の項を除く。） 
５の項　建築物等を解体する作業のうち、あらかじめ特定建築材料を除去することが著しく困難な作業

６の項　建築物等を改造し又は補修する作 業のうち吹付け石綿及び石綿含有断熱材等に係る作業
　　　　　　　(件)

	 特定粉じん排出等作業の実施の
 期間
	 自　　　　年　　　月　　　日
 至　　　　年　　　月　　　日
	※備　　　考
	

	 特定建築材料の種類
	１　吹付け石綿
２　石綿を含有する断熱材
３　石綿を含有する保温材
４　石綿を含有する耐火被覆材
	
	

	 特定建築材料の使用箇所
	 
	
	

	 特定建築材料の使用面積
	 　　　　　　　　　　　㎡
	
	

	 特定粉じん排出等作業の方法
	 
	
	

	 特定粉じん排出等作業の対
 象となる建築物の概要
	建築物（耐火・準耐火・その他）
延べ面積　　　 ㎡（　　階建）
	
	

	
	その他工作物
	
	

	下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合の当該下請負人の氏名
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	廃棄物処理委託業者
	収集運搬業者：
中間処分業者：
最終処分業者： 


備考　１　特定粉じん排出等作業の対象となる建築物の部分の見取図を添付すること。見取図は、主要寸法及び特定建築材料の使用箇所を記入すること。
２　※印の欄には、記載しないこと。
３  届出書、見取図及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。
４  氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあってはその代表者）が署名することができる。
届出書類
　１　特定粉じん排出等作業完了報告書
　２　添付書類
　　（１）見取り図（ただし、実施届出と相違ない場合は省略可能）
　　　　　特定粉じん排出作業の対象となる建築物等の部分の見取り図。主要寸法及び特定建築材料の使用箇所、全室、負圧集塵機の位置を記入してください。
　　（２）工程表（ただし，実施届出と相違ない場合は省略可能）
　　　　　実際に工事を行った期間について具体的に表を用いて示してください。
　　（３）大気中石綿測定結果
　　　　　屋外において大気中の石綿濃度の測定を行った場合には、その結果を添付してください。
　　
　　
名称及び


代表者氏名








